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V214b 木曽超広視野高速 CMOS カメラ Tomo-e Gozen FM筐体の開発
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東京大学木曽観測所 105cmシュミット望遠鏡は 2016年度をもって共同利用を終え、超広視野高速 CMOS カ
メラ Tomo-e Gozenを中心とするプロジェクト観測運用へと移行した。現在は、これまでのプロトモデル（PM）
の製作工程やシュミット望遠鏡での観測を受けての改良・改善点の洗い出しを経て、84センサ搭載のフルモデル
（FM）製作に向けて開発が進んでいる。FMの特筆すべき点は焦点面全体が４分割されており、各々独立なカメ
ラとして使用できることである。それらを焦点面で組み合わせることで、最終的に視野 20平方度の超広視野カメ
ラ Tomo-e Gozenが完成する。機械的特徴として、内梁を残した削り出しによる筐体の軽量化・コンパクト化が
されている他、配線や組立、フィルター窓の組み込みの際のハンドリングの良さなどを考慮したアイディアが盛
り込まれている。また多数センサによる大きな発熱対策のため、別途製作した熱モデルを用いた熱試験も行われ、
最終的に排熱フィンの採用と、熱浴（望遠鏡本体）と熱コンタクトを大きく取ることで排熱が可能であることを
確認した。さらに PMでも採用されたシュミット望遠鏡の３次元曲面焦点面を再現する、センサ毎に独立した形
状の高さ調整機構（Height Adjustment Plate : HAP）がベースプレートの３次元測定の結果を基に製作された。


